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【開発の背景】 
2005年から販売してきた「岩間の栗焼酎」を笠間市農産品

認証制度「かさまの粋」への申請にあたり，プレミアム商品

として開発することになり，笠間市農政課及び当センターで

技術支援した結果，商品化に至りました（図 1）。 

 
【開発の経緯・支援内容】 

栗焼酎は，西日本産が優位にあるため，「関東初・笠間の

土産品プレミアム商品」を目指して，計 7回の打ち合わせ会

議に参加して支援しました。 

１）開発コンセプト 

・原材料：栗農家の厳選した栗を使用。 

・限定生産：3年貯蔵した古酒，原酒 34度，400本限定生産。 

・希少性：関東では初，珍しさや希少性，高級感ある笠間の

土産品とする。 

・セット販売：笠間焼作家と連携して食シーンを演出 

２）加工技術支援 

・酒質の検討：西日本で市販されている栗焼酎の官能評価を

行うことにより現状先行製品の分析や目指す方向性への

助言を行いました。 

・超音波処理：試作品の官能評価を行うことにより処理の効

果について助言を行いました。 

３）デザイン技術支援 

・イメージ調査：競合品 27 品を 5 分類にポジショニング分

析し（図 2），「珍しさ」や「希少性」演出のモチーフをア

イディア発想しました。 

・グラフィックデザイン：「高級感ある笠間の土産品」や「プ

レミアム商品」という利用シーンから，ラベルや瓶形状，

外箱，栞コピーライティングを提案しました。 

 

【開発した製品の紹介】 
長期貯蔵の結果，従来品と比較して，口当たりも香りもま

ろやかとなることが分かり，差別化出来る商品となりまし

た。ラベルには栗の花を用い，ギフトとして笠間焼の豆皿を

セッティングし，話題性・高級感あるプレミアム商品となり，

9月 29～30日に開催された第 6回かさま新栗まつりで発売開

始となりました（図 3）。 

同研究会では，栗を使った肴やつまみの開発も視野に入れ

ており，今後も技術支援して行く予定です。 
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図 2 イメージ調査 

図 3 商品発売風景 

図 1 商品化された栗焼酎 
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